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Abstract Hill-topping behaviour of the Indian Awlking, Choaspes benjaminii japo- 
nica (MURRAY), was observed around the top of Mt. Kazura in Nagano. The circular 
flight of males is possibly mate-searching behaviour. Flying males spaced out the 
circular flight areas with each other. However, the area was not a territory because 
no territorial defence was observed. I suggest “continuously flying type" mate- 
locating strategy of the Indian Awlking is advantageous for catching females which 
flutter very fast. 


Key words Hesperiidae; the Indian Awlking, Choaspes benjaminii japonica (MuR- 
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は じ め に 


Territory (テリ トリ ー ; 縄 ば り ) と いう 語句 を 一 般 に 広め た の は , HowARD (1920) で ある と され て い 
る . その 後 テ リト リー の 研究 は , 特に 鳥類 を 中 心 に し て 行わ れ て きた . 一 方 , 蝶 類 に つい て テリ トリ ー が 存 
在 す る か と いう 問題 に 対し て は , NOBLE (1939) に よる テリ トリ ー の 定義 “any defended area" に 照ら し 
合わ せ て , 厳密 な 意味 で の その 存在 に 疑問 を な げ か ける 意見 も る みか けら れる (Suzuki, 1976). 筆者 は , F 
リト リー を “同種 の 他 個 体 の 侵入 か ら 防衛 さ れ た 空間 " と 解釈 し , アオ バ セ セ リ の 山頂 占有 行動 が か いわ ゆる 
テリ トリ ー 行 動 に 該当 する か どう か に つい て 調査 し た . 

アオ ババ セセリ, Choasbes benjaminii japonica (MURRAY) は , 本 州 以 南 に 分 布 す る 大 型 の セセリ チョ ウ 
C, 長野 県 で は 5 月 ~6 月 に 1 化 ( 越 冬 世 代 成虫 ) が , 8 Hic 246 (第 一 世代 成虫 ) が 羽化 する , 成虫 は , 
主として 午後 , 山頂 付近 の 山林 内 の 空 所 に お いて 旋回 飛 痢 ある い は 往復 飛 痢 し な が ら 一 定 の 空間 を 占有 す 
る 習性 が ある と され て お り ( 福 田 ら , 1984), 筆者 も 京都 府 瓜生 山 山頂 (標高 301m, 1982 年 5 月 13 H 15: 
00—17:000, BARS AUP RL (標高 242 m, 1989 年 9 月 15 日 16 : 30) な ど で 実 際 に 観察 し て きた . 

アオ ベ バ セセリ の 山頂 占有 行動 は , ほとん ど 静 止 す る と と の な い 連 続 飛 翔 型 で ある た め , 占有 し て いる 範囲 
が 特定 し や すく , 勢力 の 強 さ を 占有 空間 の 面積 と し て 表現 し や すい と いう 利点 が ある 反面 , 飛翔 行動 が きわ 
め て 速い た め , 雌雄 の 識別 が 全く 困難 で ある と と も に, 先住 者 と 侵入 者 の 区 別 な ど , 個体 の 特定 が し に くい 
と いう 難点 が ある . 

この 報 文 で は , 長野 県 長野 市 高山 山頂 (標高 812 m) に お いて 調査 し た アオ バ セ セ リ に つい て , 山頂 に お 
ける 連続 飛翔 行動 が 厳密 な 意味 で の テリ トリ ー 行 動 で ある か を 検討 し , 当行 動 が 探 座 の た め の 行 動 mate- 
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Fig. 1. Hill-topping areas of seven individuals of C. benjaminii japonica observed on 
June 3, 1989 (O) around the top of Mt. Kazura. The broken line K>) shows the 
hill-topping areas observed on the other days. The number indicates the size of 
hill-topping area (m?). 


searching behaviour) で ある こと を 確認 し た 後 , 配偶 行動 に お ける 当行 動 の 成立 要因 に つい て 考察 し て い 
きた い 、. 

な お , 本 文中 で 筆者 は “占有” と いう 語 BRA RA, こと れ は あく まで も “空間 を 1 個体 に より 所 有する ” 
意 で 用 い , いわ ゆる テリ トリ ー を 意味 し て の 使用 で は な い . 

本 報 文 を 書く に あたり , 浜 栄一 氏 に は テリ トリ ー に つい て , 里 中 正紀 氏 に は 配偶 行動 と の 関係 に つい て 御 
教示 いた だ いた . また , Sarah SHEPHERD 氏 に は , summary OBAMA RR LK. 改め て 感謝 する 次 第 で 
ある . 


調査 地 の 概 要 


調査 を 行っ た 長野 市 萬 山 は 長野 市 の 北西 に 位置 し , 標高 812 m で ある . 山頂 付近 は , 旭山 (標高 785 m), 
大 峰山 (標高 832m), 地 付 山 (標高 733 m) な ど と と も に 大 峰 面 群 の 一 部 と され , 比較 的 平坦 な 地形 を 呈 
LOWS, これ ら の 山陵 は , 善光寺 平 と の 比 高 で お よそ 350 m を 有 し て お り , 下 刻 す る 渓流 と の 間 に 急 斜面 
を 形成 し て いる . 葛 山 の 南 斜面 は カラ マッ が 植林 され て お り , 北 斜 面 は ュ コナラ を 主 と する 落葉 広葉 樹林 が 発 
達し て いる . 頂上 付近 は , ユナ ラ を 主 と す る 落葉 広葉 樹 と , 公園 化 の た め に 人 工 的 に 作ら れ た シバ , スス キ 
草原 , お よび その 周囲 に 植 栽 され た サク ラ 類 な どか ら 構 成 さ れ て いる . また , アオ バ セ セ リ は 葛 山 の 他 , B 
山 , 大 峰山 な どの 山頂 で も 観察 され て いる . 
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調査 の 方 法 

調査 は , 198846 H5 H10:00—16:30, 889H8:00—17:3002 HR, 1989 年 に は , 5 月 20 日 
13 : 30 一 16 : 30, 27 日 10 : 00~16: 30, 30 H 9:30—16:00, 6 月 3 H13:00—17:30, 11 H 13: 
00—17:00, 17 日 12: 30—16:00, 8 月 11 日 13 : 00—18: 00, 18 A 13 : 00~18 : 30 の 8 日間, 1990 年 に 
は , 6 月 2 日 13: 30-17:00, 3H 11:30—16:00, 8 月 18 日 16 : 00 一 18 : 00 の 3 日 間 の 合計 13 日 間 
行っ た . 

ET, 葛 山 山頂 で 最も 早い 時 間 帯 か ら 占有 行動 が 観察 され る 占有 空間 CA, D) (Fig. 1 ) に 現れ る 個体 
を 中 心 と し て , 30 分 の 間 に 10 分 間 ず つ 1 ~ 2 回 , 一 定 域内 で 旋回 飛 交 す る 個体 が , 侵入 個体 に 反応 し た 時 
RPO BHORERA ICE att SE COMMA, ある い は 旋回 飛翔 中 に 別 の 行動 様式 (静止 行動 ) を 示し 
た 継続 時 間 を スト ッ プ ウォ オッ チ に より 測定 し た . この 時 , 測定 時 間 は 秒 単 位 に 切り 上 げた . 侵入 個体 に つい 
て は 種 名 を 併記 し た . 

また , 10 分 間 の 継続 調査 ど と の 間 に , 山頂 付近 に お ける テリ トリ ー の 分 布 状 況 を 調査 し た . 1988 年 6 月 
5 日 , 1989 年 5 月 27 日 , 6 月 3 日 , 1990 年 6 月 2 日 , 3H, 8 月 18 日 に は , 比較 用 の サン プル を 得る た 
め 旋 回 個体 を 採取 した. 

気温 は , 四阿 内 の 地上 1.0 m に お いて 30 分 ご と に 測定 し た . 

照度 の 測定 に つい て は , 一 眼 レ フカ メラ (ペン タッ クス スー パーA) に 100 mm F4 の マイ クロ レン ズ を 
装着 し た 状態 で シャ ッ タ ー ス ピー ド を 17/15 に 固定 し た うえ , 適正 霞 出 が 得 ら れる し ぼり 値 CF 値 ) を 記 
録 し た . COR, 太陽 光線 を 背負 う 方 向 で 測定 し て いる . 
















DATE WEATHER C. benjaminii 
1989. 5.20 CLD ーーー テー 
1989. 5.27 FIN 
1989. 5.30 FIN 
1990. 6. 2 CLD ————— 
1989. 6. 3 FIN ーー 
1990. 6. 3 FIN ーー 一 ネ # 
1988. 6. 5 FIN = 
1989. 6.11 CLD 
1988. 8. 9 FIN ーー 
1889. 8.11 FIN —— 
1989. 8.18 FIN 





11 12 13 





14 15 16 17 18 19 


(TIME) 
k FIN:Fine, CLD:Cloudy 


Fig. 2. The time in which hill-topping behaviour of C. benjaminii japonica was 
observed. 
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萬 山 山頂 付近 で 観察 され た 占有 空間 の 分 布 を Fig. 1 に 示す . 1989 年 6 月 3 日 に は , 占有 行動 を 示す 個体 
が 最大 と な り 合 計 7 箇所 で 観察 され た . 占有 空間 は , 落葉 広葉 樹 の 育つ 尾根 の 北 縁 に 多く 形成 され た . We 
は 占有 空間 の お よそ の 面積 tm2) を 表示 し た . 占有 個体 は , 侵入 個体 が いな い 時 に は 図 の 丸 枠 内 で 旋回 飛 克 
し て いる が , 一 旦 侵入 個体 が 現れ る と 即座 に 反応 し , 時 に は 占有 空間 を 著しく 逸脱 し て 追 飛 し た . この 図 か 
D, アオ バ セ セ リ で は 相互 に 問 置き (space out) され て いる の が 理解 で きる . また 占有 行動 を 示し て いる 
個体 は , 採集 し て 確認 し た 23 個体 に つい て 総 て 雄 で あっ た . 

別々 の 個体 に よる 占有 空間 が 隣接 し て 成立 し て いる 場合 に , 占有 空間 の 移動 と と も に 重複 が 生じ 1 個体 
A+ AAA (spiral flight) の 後 , 占有 空間 を 放棄 する 例 が 時 々 観察 され , 1990 年 6 月 3 日 14: 38 に は , 
占有 空間 F と な G の らち の 1 個体 が 空間 を 放棄 し , 占有 空間 D が 形成 され た . 

Fig. 2 に は , アオ バ セ セ リ の 占有 行動 が 観察 され た 時 間 帯 を 示し た . 8 月 の デー タ は 2 化 の も ゃ の で ある . 
占有 行動 の 見 られ た 時 間 帯 は , 1 化 で お よそ 12 : 00~16 : 00, 2 化 で お よそ 14 : 30—17 : 30 と な り , 2 化 
で は 時 間 帯 が 遅れ る 傾向 に ある . 

次 に , 占有 行動 の 開始 時 刻 , 終了 時 刻 と 気温 と の 関係 を Fig. 3 に 示し た . 開始 時 刻 に つい て は , 1 化 , 2 
化 と も あま り 気 温 に 影響 され て いな い が , 終了 時 刻 は , 1 化 で は 気温 が 高い 程 遅 く な る こと が 示さ れ た . 

Fig. 4 に は , 占有 終了 時 に お ける 気温 と 相対 照度 の 関係 を 表し た . 1 化 で は , 気温 の 高い 方 が や や 暗く な 
る まで (お よそ F 8) 活動 する 傾向 が 認め られ , 2 化 で は , さら に 暗く な る まで K(F 4 以下 ) 活動 が 認め ら 
れ た . 

占有 個体 が 侵入 個体 を 追 飛 し て 再び 元 の 旋回 飛 痢 に 戻る まで の 時 間 (反応 時 間 ) を その 対象 物 ご と に Fig. 


Time of day 





10 12 14 16 18 20 22 24 26. . € 


Fig. 3. Relationship between the temperature and the time of appearance (A : 1st 
brood, へ : 2nd brood) or disappearance (  : 1st brood, O : 2nd brood) of C. 
benjaminii japonica around the top of Mt. Kazura. 
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5 に 示し た . 図 は 対象 物 の 大 きい 順に 左 か ら 並 べ , デー タ は 平均 値 と と も に 標準 偏差 で 表し た . アオ バ セ セ 
J は 同種 の 他 個 体 の 侵入 に 対し , 長 時 間 に 及ぶ 追 飛行 動 を 示し て いる . スミ ナガ ン , Dichorragia nesima- 
chus (DovERE, アカ タテ ハ , Vanessa indica (HERBST) の よう に 飛翔 速度 , FORO BM, KIIRET 
オバ セセリ と 比較 的 形態 の よく 似 た 種類 に つい て は , 反応 時 間 が 長い 傾向 か が ある. また , アオ バ セ セ リ よ り 
小さ な 物体 に は あま り 反 応 し て お ら ず , より 大 き な 物 体 を 強く 追っ て いる と と が わか る . 参考 に , “テリ ト 
りー 行動 "を 示す スミ ナガ シ が 同種 の 他 個体 に 対し て 示す 反応 時 間 は , 平均 28.7 秒 (n=18) で や は り 長 い 
傾向 が 伺え た . 

占有 個体 が 侵入 個体 に 対し て 示す 行動 様式 を Fig. 6 に 示し た . 侵入 個体 が 同種 の 場合 に は , 占有 個体 は 即 
座 に 突進 し (6 -①), らせん 飛翔 (spiral flight) と な っ た 後 (6 -②), 相手 を 下方 に 抑え 込 $ も うと する 
よう な 行動 (descending flight) を 示し , 次 いで 追跡 飛 交 (chasing) と な っ て 占有 空間 を 大 きく 逸脱 し た . 
2 番目 の descending flight は 見 られ な い 場 合 も あり , また , descending flight の まえ に chasing を 示す 場 
合 も し ば し ば 見 られ た . スミ ナガ シ や アカ タテ へ ハ の よう に , 侵入 個体 が “テリトリー 行動 " を 持つ 種類 の 場 
合 に は , spiral flight が 続い た 後に chasing へ 移行 し た . その 他 の 侵入 個体 に つい て は , 占有 者 の 一 方 的 な 
行動 に より , み じ か い spiral flight や chasing が 観察 され た . 

Figs.7 - 1, 7 - 2 に は , 占有 空間 へ 侵入 し た アオ バ セ セ リ と スミ ナガ ン シ の 10 分 間 当 た り の 平均 個体 数 
の 日 周 変化 を 観察 日 ど と に 示し た . Chit, 頂上 へ の お よそ の 飛来 個体 数 と 読み 替え を られ る が , アオ バ セ セ 
y の 個体 数 の 変化 は , 概ね 占有 行動 の 中 期 に ビー ク を も つ 山 型 を し て お り , 活動 後期 で 飛来 個体 数 が 減少 し 
て いる . また , スミ ナガ シ で は , 活動 初期 に 占有 空間 へ の 侵入 が 顕著 で , 次 第 に 減少 し て いる . 

Figs.8 - 1, 8 - 2 に は , 占有 者 で ある アオ バ セ モ セリ が , 同種 の 他 個体 の 1 回 の 侵入 に 対し て 反応 し 続け 
て いた 時 間 の 日 周 変化 を 観察 日 ご と に 示し た . 占有 行動 を 開始 し た 当初 で は , 平均 40 秒 程度 時 間 を 費やし 
て いた が , 時 間 の 経過 と と も に 減少 し , 占有 終了 時 近く で は , お よそ 10—20 秒 と な り 反 応 の 程度 が 弱く な っ 
て いる こと が わか る . 

Fig. 9 に は , 同じ く ス ミナ ガ シ の 侵入 に 対し て 示し た 反応 時 間 の 変化 を 表し た . スミ ナガ シ に 対す る 反応 
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Fig. 4. Relationship between the temperature and the relative light intensity when C. 
benjaminii japonica disappeared from the top of Mt. Kazura ( : 1st brood, O : 
2nd brood). 
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Size of the objects chased by C.benjaminii 


Fig. 5. The objects and the average time chased by C. benjaminiü japonica (--------- : 
standard deviation, n : the number of data). 


時 


① ② ③ 


Fig. 6. Movement patterns of hill-topping behaviour in male C. benjaminii japonica 
against intruders. (D chasing Q spiral flight ③ descending flight. 
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Fig. 7-1. Changes in the average number of individuals of C. benjaminii japonica 


(——€ ——) and D. nesimachus (------ | ) chased by C. benjaminii japonica in 
the 1st brood per ten minutes. 
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Fig. 7-2. Changes in the average number of individuals of C. benjaminii japonica 
(——-@—— and D. nesimachus (------ Bn ) chased by C. benjaminii japonica in 
the 2nd brood per ten minutes. 


は , スミ ナガ ン が 古 有 行動 を 開始 し た 当初 で は , 平均 10 秒 程度 で あっ た の に 対し , 次 第 に 減少 傾向 を 示し 
終了 時 で は 半減 し て いる こと が わか る . 

Fig. 10 に は , 占有 者 で ある アオ バ セ セ リ が 同種 の 他 個体 の 侵入 に 対し て 示し た 反応 時 間 を 気温 と の 関係 
で 示し た ., 気温 が 低下 し て も 反応 時 間 へ は 影響 し な か っ た . Ek, Fig. 11 に は , アオ バ セ セ リ の 占有 空間 
と 重複 し て スミ ナガ シ の “占有 空間 ” が 生じ た 場合 で の アオ バ セ セ リ の スミ ナガ シン へ の 反応 時 間 の 減少 例 
を 示し た . スミ ナガ シン が 侵入 し て きた 当初 は , spiral flight の 後に chasing が 観察 され る が , 時 間 の 経過 と 
と も に chasing を 全く し な く な っ て いる . 全く 同様 の 事例 が 1989 年 5 月 27 B 13:10—13: 20 に も 観察 さ 
れ て いる , 

調査 期間 中 た っ た 1 度 だ け 配 偶 行 動 が 観察 され た . 1989 年 5 月 27 H 14 : 208, Fig. 1 に 示し た 占有 空間 
CA) へ 雌 が 北側 か ら 侵入 . 雄 は 突進 し , 即座 に spiral flight を 行っ た . その 後 , descending flight に な 
b, し ば らく 継続 し た 後 chasing を 行い , 空中 で 突然 2 体 が 一 緒 に な り , 占有 空間 CAD 内 の サク ラ の 樹 上 , 
地上 お よそ 4.0m の 葉 裏 に 静止 し た . この 時 すでに 交尾 結合 済み で あっ た . 占有 雄 の 突進 か ら 交尾 に 到 る ま 
で お よそ 40 秒 か か っ た . この 時 の 様子 を Fig. 12 に , 交尾 個体 を Fig. 13 に 示す . 配偶 行動 時 の 行動 パタ ー 
v, 占有 空間 へ の 同種 の 他 個体 の 侵入 時 と 相違 は 見 い だ さ れ な か っ た . 交尾 は , アオ バ セ セ リ の 占有 行動 
が 終了 する 時 間 帯 に な っ て も る 続行 され , 16 : 30 に 同 個体 に 刺激 を 与え た と ころ , AERA S c Lie < 
交尾 体 の まま 地上 に 落下 し た . し た が っ て , 交尾 は 少な く と も 2 時間 は 継続 され る こと が わか る 。. 
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Fig. 8-1. The time C. benjaminii japonica spent chasing the intruder of other C. 
benjaminii individuals in the 1st brood. 


また , 交尾 成立 後 , 数 分 し て 別 の 個体 が 空間 (A) を 占有 し た が , 占有 個体 は この 交尾 体 が 占有 空間 内 に 
いる に も か か わら ず 全 く 反 応 を 示さ な か っ た . 

次 に , 占有 個体 が 占有 行動 中 に 示し た 静止 行動 に つい て 示す . Fig. 14 に は , 気温 と 10 分 間 当 た り に 測定 
され た 静止 継続 時 間 の 和 と の 関係 を 示し た . 146, 2 化 と も 18.5 で 前 後 を 境 と し て , それ より 低温 で ある と 
静止 する こと が 示さ れ た . 逆 に 19 で 以上 で は , 2 化 の 1 例 を 除い て 静止 する 個体 は 観察 きれ ず , いずれ も 同 
一 空間 を 10 分 間 静 止 す の る と と な く 飛 翔 し 続け て いる . また , Fig. 15 に は , 1989 年 5 月 27 日 に お ける 10 分 
間 当たり 静止 時 間 の 累計 に つい て 日 周 変化 例 を 示し た . 特に 活動 後期 に 静止 時 間 が 増加 する こと は な か っ 
A5. 
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Fig. 8-2. The time C. benjaminii japonica spent chasing the intruder of other C. 
benjaminii individuals in the 2nd brood. 


アオ バ セ セ リ の 占有 行動 中 の 静止 行動 は , 頭 部 を 葉 の 基部 へ 向け て 葉 表 で 行わ れる . この 時 次 は 閉じ ら 
A, 静止 時 間 は 平均 13.5 f», 最高 48 秒 (n=119) で あっ た . Ek, 葉 の 裏面 に 静止 する こと も 観察 され , 
この 場合 の 静止 時 間 は , 平均 484.8 秒 , 最高 1500 $5 n— 6 ) と 長く な る と と も に, 個体 は し ば し ば 贅 を 振 
動 さ せる 行動 を と っ た . 静止 行動 で は , スミ ナガ シ に 見 られ る よ うな, 体 を 反転 し 飛翔 空間 に 対 財 す る 行動 
は 観察 され な い . また , 静止 し て いる 時 に は , テリ トリ ー 内 に 侵入 する 個体 が いて も 反応 し な い 場 合 が 多く , 
1989 年 5 月 30 日 の 例 で は , 13 : 45 頃 , 14 : 15 頃 , 14 : 50 頃 の 3 回 , 静止 個体 が 占有 し て いた 空間 へ 同種 
の 別個 体 が 侵入 し た が , 静止 個体 は 全く 反応 を 示さ な か っ た . 成虫 は , 夕方 静止 時 間 が 長 び く こ と が あっ て 
も , 最終 的 に は 必ず 山頂 か ら 飛 び 去 っ て お り , 1989 年 5 月 27 日 に は , 13 秒 - 5 秒 -16 秒 - 7 秒 - 3 秒 -13 秒 -11 
秒 - 2 秒 と 静止 行動 を 示し た 後 , 15 : 50 (18 て ) に , 5 月 30 日 に は , 7 秒 -17 秒 -11 秒 - 4 秒 -11 秒 -16 秒 -10 
秒 - 3 秒 - 7 秒 と 静止 行動 を 示し , 次 いで 15 2T BUORALUTZSE, 15:28 AIC) に , また 6 月 11 日 に は , 
2 Eb- 7 秒 - 9 秒 - 8 秒 - 9 秒 -10 秒 - 9 秒 - 8 秒 -10 秒 -14 秒 - 2 秒 - 4 秒 -16 秒 -20 秒 -15 秒 と 静止 行動 を 示し た 
後 , 15:34 (13.5C) に , それ ぞ れ 北 斜面 方 向 へ 飛び 去っ て いる . 

Fig. 16 に は , 採集 し て 確認 し た 16 個体 に つい て , 占有 空間 の お よそ の 面積 と 次 の 損傷 度 と の 関係 を 示し 
Tc. 期 の 損傷 度 は 個体 の 日 齢 に 関係 する と 思わ れる が , 贅 の 新鮮 な 個体 が 次 の 破損 の 激しい 個体 に 比べ て 占 
有 面 積 が 広い 傾向 が 認め られ る . また , 併せ て 前 期 長 を 記号 に より 表示 し た が , 前 期 長 と 占有 面積 の 関係 に 
つい て の 相関 関係 は 認め られ な か っ た . 


考 zx 


Fig. 1 に 示し た よう に アオ バ セ セ リサ の 山頂 付近 で の 旋回 飛翔 行動 で は , 間 置 き は 確実 に な され て いる . 渡 
W (1988) は , テリ トリ ー の 定義 に つい て "an area spacing out by means of any interactions with 
others" と し , か な り 広 い 意 味 で テリ トリ ー を 解釈 し て いる が , 筆者 は テリ トリ ー は あく まで も “HH さ 
れる 空間 で ある と いう 点 を 考慮 し て 考察 し て いく こと に する . 

アオ バ セ セ リ の 占有 行動 に お ける 終了 時 間 た につい て は , Fig. 3 より , 特に 1 化 で は 気温 に よっ て ある 程度 
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Fig. 9. The time C. benjaminii japonica spent chasing the intruder of D. nesimachus. 
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Fig. 10. Relationship between the temperature and the time C. benjaminii japonica spent 
chasing the intruder of C. benjaminii (& : 1st brood, A : 2nd brood). 


行動 が 制限 され て いる が , 最終 的 に は Fig. 4 に 示し た よう に 照度 に 影響 され る と 思わ れる . Fig. 14 を 見 て 
も わか る よう に , 低温 は 成虫 が 一 定 の 空間 を 中 心 と し て 他 個体 を 追 飛 する 行動 を 抑制 し て いる . 

占有 する 個体 の 性 別に つい て は , 発生 後期 な どの 特別 な 環境 に お いて 雌 に よる 占有 例 ( 浜 , 1987, 1988 ; 
Eh, 1990) の 報告 が な され て いる が , 大 部 分 は 雄 に よる も の と され て お り , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ , Neope 
goschkevitschii (MENETRIES) (高橋 , 1973), ベニ シジミ , Lycaena phlaeas (LINNAEUS) (Suzuki, 1976) 
な ど で 報 告 さ れ て いる . アオ バ セ セ リ の 場合 , 筆者 が 確認 し た 京都 府 瓜生 山 山 頂 の 5 個体 , 高知 県 室戸 岬 垂 
尾山 山頂 の 1 個体 を 含め 合計 29 個体 に つい て すべ て 雄 で あっ た . また , 占有 行動 中 に 配偶 行動 , 交尾 成立 
が 1 例 だ が 観察 され て お り , この 占有 行動 は 雄 た に たよ ょ る 探 駿 の た め の 行 動 (mate-searching behaviour) で 
ある と 思わ れる . Hit, 活動 に 必要 な エネ ルギー を 摂取 する 以外 は , 配偶 者 獲得 に 最大 の 努力 を 払う 方 が 自 
分 の 遺伝 子 を 多く 残す こと が で き , 生存 価 を 高め る こと が で きる も の と 思わ れ , 日 周 活動 の 大 半 を 占め る 古 
有 行 動 は , 配偶 の た め の 行 動 と 考え る の が 妥当 と 思わ れる . し か し , 磯部 (1980) が キア ゲハ , Papilio 
machaon LINNAEUS に つい て 指摘 し て いる よう に , 一 般 的 に 雌 成虫 が 占有 領域 内 へ 飛来 し 交尾 が 成立 する 
例 は , 極め て 稀 に し か 観察 され て いな い 、. 

先住 効果 に つい て , 次 の 状態 に よる 個体 識別 に より 確認 を 試み た が は っ きり し な か っ た .ESS の 論理 に よ 
る と 戦う こと に より 得 ら れる 利益 が , 戦う こと に よる 損失 より 小さ い 時 , ブル ジョ フッ 戦略 が 成立 する 

(MAYNARD SMITH, 1976) と され て お り , MMC, タテ ハモ ドキ , Precis almana (LINNAEUS) (福田 , 

1962), アカ タテ ハム (中 西 , 1975), Speckled Wood Butterfly, Pararge aegeria (LINNAEUS)(DAVIES, 1978) 
等 に より 先住 効果 が 報告 され る と と も に , Speckled Wood Butterfly に つい て は ブル ジョ アワ 戦略 の モデル 
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Fig. 11. Changes in the time C. benjaminii japonica spent chasing the intruder of D. 
nesimachus for ten minutes from 14:00 to 14:10. 
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Fig. 12. Courtship behaviour of C. benjaminii japonica observed on May 27, 1989 at the 
top of Mt. Kazura (6 : hill-topping area (A) indicated in Fig. 1). 
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と も な っ て いる . 筆者 は , 蝶 類 の 場合 , 1 つの 空間 に と だ わる と と な く , その 周辺 で 待機 し て も 交尾 の 可能 
性 は ある の で , あえ て 戦う 必要 は な く 先 住 効果 が 発達 し 得る の で は な いか と 考え て いる . な お , Brow 
C, 右 有 者 と スミ = ニー カー と いう 混合 戦略 に つい て 詳細 な 報告 は な され て いな い . Fig 16 で は , 新鮮 な 個体 
が 次 の 破損 し た 個体 と 比較 し て , 面積 の 広い 空間 を 占有 し て いる 傾向 が 示さ れ た が , Chit, 隣接 する 占有 
空間 を 有する 個体 間 で 干渉 が 生じ た 場合 , ある い は , 占有 空間 に 定位 する こと と が で き な い 程 , 時 間 的 に 近接 
し て 2 個体 が 同じ 場所 に お いて 占有 行動 を 開始 し た 場合 , 両 個体 の 反応 性 の 強 さ (執着 力 ) の 差 に より 占有 
個体 が 決定 され て いる の で ある ろう. 





Fig. 13. Copulation of C. benjaminii japonica on a cherry tree (left: 9,right: d). 
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Fig. 14. Relationship between the temperature and the perching time of C. benjaminii 
japonica per ten minutes in the study site ( : 1st brood, A : 2nd brood). 
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Fig. 15. Changes in the perching time of C. benjaminii japonica per ten minutes on May 
21, 1989. 
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Fig. 16. Relationship between hill-topping area (m?) and wing condition of C. benjaminii 
japonica (forewing length; 6 : 27mm, O : 26mm, Bl: 25mm, D) : 24mm, a: 
23mm). 
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Fig 5 より , アオ バ セ セ リ は , 同種 の 他 個体 の 侵入 に 対し 極端 に 長い 時 間 反 応 を 示し て いる . この 中 で は , 
一 方 的 な descending flight や 一 方 的 な chasing に よる 占有 領域 か ら の 著しい 逸脱 が 観察 され る . こう し た 
行動 は , 最初 か ら 雌 雄 の 識別 が で き て いる と する と , 定位 し て いる 占有 空間 に お いて さえ 交尾 で きる 可能 性 
が 少な い に も か か わら ず , テリ トリ ー を 他 の 雄 か ら 守 る た め に テリ トリ ー を 大 きく 逸脱 し て 雄 に 対し て か 
な り 長 い 時 間 を さく こと が , と の 個体 に と っ て 利益 に な り 得 る の で あろ うか . 

また , アオ バ セ セ リ に と っ て 全く 利益 に な ら な いと 考え られ る 他 種 を 追 隊 し て いる こと や , アオ バ セ セ リ 
の 雌 と 雄 で は , 形態 (大 き さ , 色 ), 飛翔 速度 が 特に 似 て いる 上 , アオ バ セ セ リ に 類似 し た 形態 , RABE 
を 有する スミ ナガ シ や アカ タテ へ ハ に 対し て 比較 的 強く 反応 し て いる こと , Figs.8 -1, 8 - 2 と Fig.9 か 
ら わ か る よう ら に , ア オバ セセリ へ の 反応 性 が 強い と き に スミ ナガ シ へ の 反応 性 も 強く な っ て いる こと , さら 
に は , Figs.8 - 1, 8-2 や Fig.9, Fig. 10, Fig. 11 か ら 反 応 の 強 さ は 時 間 の 経過 と と も に 次 第 に 薄れ て 
いく (気温 に は 無関係 に ) 傾向 が ある こと な どか ら , アオ バ セ セ リ の 山頂 占有 行動 は , 侵入 個体 が 総 て 同種 
類 の 雌 で ある と 誤認 し て の 行動 で ある と 思わ れる . 言い 換え る と 一 定 の 空間 を 守る た め に 戦 2 行動 で は な 
いと 言え る の で は な か ろ ら うか. この よう に 考え る と アオ バ セ セ リ の 山頂 占有 行動 は し, テリトリー 行動 で は な 
いと すべ き で ある . し か し , 結果 的 に は , 一 定 の 空間 が 1 個体 に より 長い 時 間 所 有 さ れ , テリ トリ ー と し て 
保持 され て いる よう に 見 える の で ある . 筆者 は , アオ バ セ セ リ に 限ら ず 蝶 類 全 般 に 渡っ て 厳密 な 意味 で の テ 
リト リー は 存在 し な い の で は な いか と 考え て いる . 

Suzuki (1976) は , ベニ シジミ 雄 の “テリ トリ ー" 行動 中 に , 同種 の 雄 に 対し 上 肉 で ある か の よう に 交尾 を 
試み る 例 を 観察 し て お り , 雄 の 接近 行動 は 同種 か どう か の 確認 の た め だ け に 行わ れる と 結論 し て いる . こう 
し た 例 は , 配偶 様式 の 別 の パタ ー ン で ある 探索 型 (patrolling type) に お いて も る 観察 され て いる . 田 下 (1987) 
は , 探索 型 の 配偶 行動 を 示す フタ スジ チョ ウ , Neptis rivularis (ScoPoLI) に お いて , 近似 種 で ある ホシ ミ 
スジ , N. pryeri BUTLER に 対し て 雌 で ある か の よう に 交尾 を 試み る 例 や ホシ ミス ジ を 追 飛 する 行動 を 観察 
し て いる が , これ は 明らか に 色彩 ペタ ー ン の 似 た 他 個 体 を 肉 と 見 誤っ て の 行動 と 判断 され る . 他 に も , モン 


Table 1. Types of mate-searching behaviour and the fluttering speed of male adults observed 
around the top of Mt. Kazura. 
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※ 1 一 点 に 戻り 次 を 広げ る 行動 や 2 C0 spiral flight が 普通 に 観察 され た の で あえ て 加え た が 特殊 な 場合 と 考え ら 
れる . 
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シロ チョ ウ , Pieris rapae (LINNAEUS) が 集団 で スジ グロ シロ チョ ウ , Pieris melete MENETRIES ERLE 
例 等 が ある が (福田 他 , 1975), これ も “ 他 種 を 排除 " し , “ 種 全 体 の 利益 を 守る ” た め と する 説明 で は , f 
団 に 血縁 関係 が 存在 し な い 限り 成立 し が た く , や は り 雌 と 誤認 し て の 行動 で あろ う . 

Figs.8- 1, 8- 2, Fig.9, Fig. 11 に 示し た 侵入 個体 に 対す る 反応 性 の 低下 は , フタ スジ チョ ウ で の 
ホン ミス ジ へ の 誤認 追 飛 の 場合 に お いて も 同様 に 観察 され て いる が ( 田 下 , 1987), 侵入 個体 に 対す る 刺激 
の 違い を 認識 し , 行動 形態 を 変化 させ た と いう 点 で は 学習 に よっ て いる 可能 性 が ある . 

蝶 類 の 配偶 様式 に つい て は , 雌 を 見 つけ 出す の に 雄 が ラン ダム に 見 回 すか (ED, 一 定 の 線上 か ら 見 回 す 
か GRO, 一 点 か ら 見 回 すか ( 点 ) の 違い だ け で 連続 し て お り , 本 質 的 に は 変わ り は な い (し た が っ て , 探 
索 型 の 場合 で も 他 個体 の 追 飛 が ある ) と 思わ れる が , 一 般 的 に は , 待ち 伏せ 型 waiting type) と 探索 型 
(patrolling type) に 大 別 さ れ て いる . Suzuki (1981) は , この 2 型 の 決定 理由 と し て ① 生 息 密度 と ② 羽 
化 場所 で の 交尾 可能 性 の 有無 を 掲げ て いる . ② が 雌 の 生息 密度 に 影響 され る と 考え る と , ① に 重複 する 部 分 
も ある と 思わ れる . 待ち 伏せ 型 の 配偶 様式 が 成立 する の は , 生息 密度 が 低く , 羽化 場所 で の 交尾 可能 性 が 少 
な い 場 合 で ある が , 待ち 伏せ 型 で ある アオ バ セ セ リ の 場合 (配偶 様式 を 2 大 別 し た 場合 , ア オバ セセリ は 一 
定 の 時 間 帯 に 一 定 の 空間 を 占有 し , 雌 の 飛来 を 待っ て いる こと か ら 待 ち 伏せ 型 と する 方 が 妥当 と 思わ れ 
る ), 広域 に わた る 分 散 性 が 報告 され て いる (福田 他 , 1984) こと か ら , 雌 の 生息 密度 は 低い も ゃ の と 思わ れ 
る . 

FF (1990) が 葛 山 山頂 で 観察 し た 種類 (アオ スジ アゲ へ ハ , Graphium sarpedon (LINNAEUS) を 除く ) に 
つい て , 配偶 様式 と 成虫 の 飛翔 速度 と の 関係 を Table 1 に 示し た が , 探索 型 と 比較 し て 待ち 伏せ 型 の 方 が 
飛翔 速度 が 速く , と り わ け ア オバ セセリ や アオ スジ アァ ゲハ の よう に 継続 飛翔 型 で 空間 を 占有 する 種 は , より 
速い 傾向 が 示さ れ た . 飛翔 速度 は , ある い は , 分 散 速度 つ 低 密度 と も 結び 付く も の と も 考え られ る が , 移動 
速度 の 速い 個体 (特に 雌 ) を 捕らえ る に は , 待ち 伏せ を し た 方 が 低 コ スト で 雌 を 獲得 する こと が で きる の で 
は な い だ ろ うか . また , アオ バ セ セ リ の よう に 特に 飛翔 速度 の 速い 種類 は , 飛翔 型 の 待ち 伏せ と より 常に ウ 
オー ミン グ ア ッ プ す る こと で 効果 的 に 雌 に 追尾 する こと が で きる も の と 思わ れる . 

生 方 (1987) は , カラ カネ トン ボ , Cordulia aenea amurensis SELYS 雄 の 占有 行動 に つい て の 観察 か ら , 
探 雌 行動 を 最も 単純 化し た 場合 (競争 者 が いな い 場 合 ) の パト ロー ルレ ンジ の モデ ル を 提出 し て いる . ある 
一 定 範囲 の 往復 ぶ ト ロー ル が 最大 の 交尾 効率 を 与え る た め に は , 

D> (/2—1) CV 
こと こと で, D: 雄 の 視界 
C : 雌 の 滞在 時 間 
V : HORARE 
が 成立 すれ ば 十分 で あり , 雌 の 滞在 時 間 が 短く ( 雌 の 飛翔 速度 が 速い ), 雄 の 飛翔 速度 が 遅い 場合 に 進化 し 





Table 2. Comparison of patrolling type with waiting type in mate-searching behaviour. 
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や すい こと と が 示さ れ て いる . アオ バ セ セ リ の 場合 で は , 雌 の 飛翔 速度 が 極め て 速く , 占有 領域 内 で の 滞在 時 
間 が 非常 に 短い こと か ら , 飛翔 - 待 ち 伏 せ 型 の 占有 行動 が 発達 し た の だ ろう (Table 2). 

寒冷 な 地域 に 分 布 す る 種 は , 体温 の 上 昇 に 役立て る た め に 探索 型 が 進化 し や すい と され て いる が (鈴木 , 
1988), アオ バ セ セ リ の 占有 行動 で は , 常に 飛 次 し て いる に も か か わら ず , 低温 の 場合 に は 占有 行動 を 一 時 
完全 に 中 止 し て 静止 行動 (日 光 浴 と 思わ れる ) に 移っ た こと か ら ゃ る , 飛翔 が 体温 の 上 昇 に 役立つ と は 一 概 に 
言え ん を な い 面 が ある と 思わ れる . 

最後 に た, アオ バ セ セ リ に お いて は , 長 時 間 侵 入 個体 が いな い 場 合 に , 空間 へ の 定位 が 不安 定 に な る 傾向 が 
認め られ , 山頂 占有 は ある 意味 で 同種 類 の 個体 が その 場 に いる こと の 確認 の た め に 利用 きれ て いる こと も 
考え 々 られる. 同種 類 の 雄 が 生息 する 場所 に は , 必ず 雌 が いる こと の 信号 を 山頂 占有 行動 か ら 得 て いる の で は 
な い だ ろ うか . 
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Summary 


1. Hill-topping behaviour of the Indian Awlking, Choaspes benjaminii japonica (MURRAY), was 
observed in 13 days during May - August, 1988 - 1990, around the top of Mt. Kazura (alt. 812 m) in 
Nagano, central Japan. 
2. The adults stayed the hilltop during 12:00 — 16:00 h in the 1st brood (overwintered generation) or 
14:30 - 17:30 h in the 2nd one (the 1st generation). They stopped flying and disappeared from the 
hilltop in response to the decrease of ambient temperature and light intensity, especially in the 1st 
brood. 
3. The male continuously flew about near the trees in circle within an area of 3- 23 m?. The area 
was slightly larger in the flesh males than in the dirty ones. Flying males spaced out the circular 
flight areas with each other. However, the area was not a territory because no territorial defence was 
observed. 
4, Thecircular flight of males is possibly mate-searching behaviour, because one successful copula- 
tion was observed within a circular flight area. 
9. A flying male chased not only a conspecific individual but also a butterfly of other species, a 
moth, a coleopteran, a bird, a leaf and so on. 
6. A flying male chased a conspecific individual for a long time out of its circular flight area, by 
spiral flight, one-sided descending flight and intensive chasing. The duration of chasing decreased 
according to the time passing : it was roughly 40 sec at the beginning but 10 — 20 sec at the end of 
hill-topping time. When a flying male chased a territorial nymphalid (e. g. Dichorragia nesimachus), 
chasing was followed by spiral flight, while short spiral flight or chasing were observed in other cases. 
7. In the 1st brood, an adult flew actively above 19 'C, but perched on a leaf below 19 'C. Perching 
duration was shorter on upper side of a leaf (mean =13.5 sec, n— 119) than on underside (mean = 484. 
8 sec, n—6). It fluttered frequently on underside of a leaf. Perching males hardly chased other 
individuals flying into circular flight areas. Thus, perching behaviour is not mate-searching behav- 
iour but a kind of basking to increase the body temperature. 
8. I suggest "continuously flying type" mate-locating strategy of the Indian Awlking is advantageous 
for catching females which flutter very fast. 
9. According to Suzuki (1986), the type of mate-locating strategies in butterflies are decided by 1) 
the population density, and 2) possibility of copulation at the emergense site of females. I suggest 3) 
the speed of fluttering is another factor which decides the mate-locating strategy. 
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